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いてののくJしょ

(1982) 

「し

第46静岡地学

雄*

山肌が水や風によって削られ崩される現象に侵蝕又は浸蝕のこ様の漢字があてられている

が、私はこれを銭関と称ぶ、ことを提言する O

理由: 侵蝕は本来他の領土へくいこむ意であり、一方浸蝕は多分に水による腐蝕のたぐい

に解されるからであるO 蝕開の現象は所詮地表の準平原化を指向すると理解する立場かち、侵

(ヒタス)よりも開を用いる方が適しているのではないかと思うことも理由のー

郁村藤

な蝕名及びその作用と蝕の総称を示せば次のように

(オカス)、

つである O

いま、蝕関を生ずる営力に蝕をあて、

なる O

蝕の名 作用(はたらき) 総称

海蝕 海がむしばむ ここには従来用いられていない崩蝕をあげた

河蝕 沢..J I [ ..河がむしばむ が、これは斜面の下方に蝕開が起これば上方が

氷蝕 氷河がむしばむ 崩落することを したものである O 各蝕が相

溶蝕 水の化学的営力による
蝕関

に共働することのあるのはいうまでもなく、

風蝕 風力による 或いはこれを共働しているのが通例であると

崩蝕 重力による いってもよい。

に使用した資料を次に参考のため、

資料 I 

(1) 

@字典類

(平凡社) (昭..56) 

食英)Erosion. (他の外国語略)、地球の表面が雨@流水@風@波@

氷河などの外国的営力で削られる作用。〈以下略}o( )印は藤村。

(2) 文部省用字用語例(文部省)(昭"56)(常用漢字表制定後)、(，表外漢字が諾の一部となっ

し方Jの中)

しんしょく

きている

〈中略}特別な漢字使用など
を必要とする場合は表外漢字を
使用しでも差支ない。〈後略〉

備

を侵食する

海岸が浸食される

き表し方

食

食

イ受

浸

A印は表外漢字

しんしょく

出し

浸

(3) 学術用語集一地理学(文部省) (日本学術振興会編) (昭..56) 

Sinsyoku 侵 食。一一イ乍用:Sinsyoku sayo :侵食作用。

(4) 地理学辞典 (二宮害届) (日本地誌研究所) (昭・ 56) 

侵食作用:動的な外的営力が地殻の構成物質を獲得したり

しんしょく

ユ去る作用。(以下略)
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(日広辞苑 (岩波書庖) (新村出) (昭..55) 

しんしょく〔侵蝕@侵食@浸蝕):① おかしそこなうこと。② 流水@氷河@嵐などが山を

削る作用。一一こく〔侵食谷)(略)。一ーさょう〔侵食作用〕侵食に同じ。{以下略〉

(日最新地理学辞典 (大明堂) (藤間謙二郎) (昭..54) 

しんしょく 浸食 Erosion:土地を削り岩くずを運び去る作用によって地表を低下させ

る作用をいう o (以下略〉

(7) 大漢和字典 (大修館) (諸橋轍次) (昭..51) 

侵蝕しんしょく:おかしはむ。虫が木の葉をくい尽すように、次第次第に敵国にくいこむ。

浸蝕しんしょく:水の漸次におかしそこなうこと O

以上を通観すると、先ず蝕開に侵食@浸食の二種が使用されていること、次に侵食は領土を

おかすとい浸食は水による蝕関としているもの、更には侵食(蝕)浸食(融)の双方が同様

のものとして使われるが、その意味には、① おかしそこなうこと、② 蝕闘のニ穏があり、

その判れを採るかは文章の中味により選ぶ、と解されるものなど、種々様々である O これが現状

である O

II 

(8) 玉編字引 (西野古海) (明..8) 

侵(シン):ススム、ヤブル、オカス、ケヅノレ。

アマネシ。蝕(ショク):ムシクブ、ヤフツレ。

し}

⑨ 経史文章字引 (東京@寓離堂) (原田

(シン):ウルホア、ヤハラグ、ヒタス、

(シンショク):オヒオヒトリコム。(浸蝕な

(明..12) 

(シン):オカス、ススム、ヤフソレ。浸(シン):ツケル、ヒタス、ススム、シズムノレ、ヤ

ヤ、ヤウヤク、サハ。蝕(ショク):ムシパム、ヤブルル。侵蝕(シンショク)クヒトル。(浸

蝕なし)

加)吉泉

しんしょく

し八Jしょく

蝕。

む) 広辞林

し しょく

し しょく

略}

(12) 苑

(昭..3) 

蝕:漸次におかしそこなう。

蝕(地)(英)Erosion。漸次に水の浸みこみでおかしそこなうこと O 水

(金沢庄三郎) (昭..9) 

:おかしそこなう O

蝕:水又は水流の浸み入りて次第

(簿文舘) (新村出) (昭..19) 

をそこないかくことo (以下

しんしょく 捜蝕:ト)次第に敵国にくいこむこと o (ニ)河流@海水@流水@風力などの

作用で地球表面の擦り削られることo ((ニ)は蝕関}

しんしょく 浸融:水の浸みこんで物をそこなうこと O 一ーさよう浸蝕得用。〔地〕地球表

面の湾流@海水@流水@風水などで揺り削ちれる作用。 付えによる
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(13) 大辞典 (平凡社) (下中弥三郎) (昭⑨ 28)

シンショク 侵蝕:流水@風力@流氷@海水等の外的営力により地球表面が削取され荒廃

する現象。(蝕開)

シンショク 浸蝕:氷雪@水のため地殻が溶けておかされることo (水による蝕関)

担)辞海 (三省堂出版部) (金忠一京助) (昭 e

Uこおかしむしばむ。しんしょく

しんしょく

削られていくことO

: i清水@河水@氷河窃風@海波等の外力によって地表が次第に

:浸蝕作用によって出来た谷。 (f受蝕@浸蝕ともに蝕開〉

紛字源 (角川 (昭..30) 

しんしょく:おかしはむ。 にくいこむ。 {浸蝕なし、 (8X9)と間

様〉

出) 広辞苑 (新村出) (昭..30) 

しんしょく(侵蝕):おかしそこなうこと O

しんしょく〔浸蝕):流水が地盤を掘り削っ じ山を崩す作用。流水の破壊作用。

こく〔浸蝕谷)(略〉。一ーさよう〔浸蝕作用〕 同じ。一一ーさん〔浸蝕山)(以下略)

たに〔谷@絡@渓)(中略) (以下略)。 @浸蝕谷の二様出ている}

なり (角川 (小jI か) (昭..48) 

蝕 しんしょく:おかしはむ。 {中略)のよう に敵国にくいこむ。

しんしょく:水が次第
、，.

ど」岬 す。

(18) 

しんしょく

しんしょく

一一イ乍用。

問

しんしょく

(大槻文彦) (昭..49) 

:オカシムシノマムコト。オカシソコナブコト

:水ノ次第ニ浸ミコミテムシクヒソコナブコト O 水ノ

(小学館) (日本大辞典刊行会) (昭..49) 

(蝕):他を次第におかしそこなうこと O

ニヨリテ

しんしょく (蝕):水@風などが岩や土を磨り減らしたり崩したりすることo (蝕関}

側 (岩波)

しんしょく ① 

雨水@流水などの)

ω (学研)
しんしょく

とO

(岩淵悦太郎@水谷静夫) (昭..54) 

(蝕)):次第におかしていってくいこむこと O ② 〔浸食(蝕)): 

こんで物をそこなうこと O

(学習研究社) (金田一春彦@池田弥三郎) (昭..56) 

(蝕)): (虫がくっていくように)他の領域を(略)おかしそこなうこ

しんしょく 〔浸食(蝕)):①水が浸みこんで物をそこなうこと O ② 〔地〕流水@海水@

雨水@水河@嵐などが陸地や岩石を少しずつ崩していくこと O 又②は侵食と書くことも多い。

(22) 新明解国語辞典 (三省堂) (見坊豪紀ほか) (昭..56) 

しんしょく 侵食(蝕):他人の物(領地)をおかし食いこむこと O
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しんしょく 浸食(蝕): (ー)水が浸みこんで次第に底を崩したり、腐らせたりすること。

(二) 風@水などの力により陸地が磨り減らされること。(ニトーイ平用: (侵食とも書く )0(侵食@

浸食とも蝕関〉

以上を通観すると、明治の早い壌には字ヲIvこ侵蝕(領土蜜蝕の意)はあっても浸蝕はなかっ

た。昭和に入って間もなく浸蝕が見られ、大半が侵蝕を従来通り領土議蝕とし、浸訟は水によ

る銭関としているO その中で蝕関に浸蝕をあてているもの、及び浸融をあてているものが数点

ずつ見られる O 又浸鈷が腐蝕を意味するように述べているのが数点ある O 近頃になっ

浸食の別なく共に蝕関にあたると説いている辞書が一、ニ出て来ているO

III 著書@文献類 (但し蝕関にあてである漢字だけを示す。)

し箱根@熱海南火山地質調査報文(震災予防調査会報告第日号) (平林武) (明..29)及

24号) (平林武) (明..30) 侵蝕。

2 日 (明..38) 

3.. 自 山水論 (隆文舘) (小島烏水) (明..38) 

4 .. .. 15) 

5 .. 山の研究) (石原初太郎) (昭@

8φ (辻村太郎) (昭"5) 

7 自 (昭"6) 

8 18) 
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Sinsyoku 浸蝕:Erosion Suru : toerodeo J I1が浸蝕して深くなる the river wears channel 

deeper。

以上を通観すると、英語の辞典類に浸蝕の語が取り上げられたのは大正末期から昭和のはじ

め頃のようである O 和英辞典で蝕開に wearsを使い、 erodeを使わないということから、私に

は蝕関現象が、即Erosionではなく、それに ingeogr勾hyとでも付加したものとすることを

唆しているように思われる O このことはまた、漢字採用の場合でも、先ず専門分野で統一され

を与えそれを辞書字典類出版者に明示しておくことの必要を連想させられる O

終り

私は蝕開

ている O

本稿

したが、若し他に適当な語があれば、それを用いることこの上ない幸と応つ

ご示教下さるよう御願い致します。

るに当たり、長泉町民図書館長小野 要氏及び富士山測候所長志崎大策氏には

料の利用について大い をお計らい頂いたことを記し御好意を深く感謝申し上げる O
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